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家庭用品大手のライオンは、歯磨きが心や体に

どう作用するかを検証するため、成人男女 20

人の参加を得て試験研究を行いました。 

その結果、ブラッシングによる歯茎や頬の内側

などへの刺激が交感神経の活動を弱め、リラッ

クス効果が得られることが分かりました。 

心理状態に関しては、活性度、快適度、覚醒度

が上がり、簡単な計算問題を課したところ回答

数が増えたとしています。 

歯磨きをすれば仕事がはかどるかも 

杏林大学の古賀良彦名誉教授は「ブラッシング

を行うことで副交感神経が優位になり、良い安

静状態が得られた」と分析。 

単に落ち着いているだけだったり、ぐっすり眠

ったりといった意味でのリラックスではなく、

前向きな心理状態への変化が見られたことを評

価しています。 

芝浦工業大学システム理工学部生命科学科の研究チームが、ポリフェ

ノールと苦味受容体の相互作用による健康効果を理解することを目的

に検証を行いました。その結果、100種を超えるポリフェノールが、

10数種類の苦味受容体と相互作用する可能性が示されました。また、

これらのポリフェノールを含む食品や画分を動物やヒトが摂取した場

合においても、コレシストキニンやインクレチンなどの胃腸ホルモン

の分泌を促進することがわかりました。インクレチンにはグルコース

依存性インスリン分泌ポリペプチドやグルカゴン様ペプチド-1が含ま

れ、これらがインスリン分泌を引き起こし、血糖値を調整することが

知られています。また、動物実験やヒト介入試験においても、耐糖能

の改善や食欲の抑制が認められることがわかりました。本論文の成果

は、ポリフェノールの苦味刺激が、血糖値と食欲の調整を通じて肥満

と糖尿病のリスクを減少させる可能性を示しており、健康を維持する

ための新たな知見を提供しています。 

ポリフェノールの苦味刺激が肥満や糖尿病を予防！？ 
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コメダ珈琲店で歯科医師監修のとろみコーヒーが発売さ

れた理由とは？ 

アスリートはスポーツ時の怪我だけでなく、虫歯などの口腔トラブルリスクが高いといえま

す。こまめな水分補給で糖分を含むスポーツドリンクを摂取することや、口呼吸になりやす

く口の中が乾燥して細菌が繁殖しやすいためです。 

よくスポーツ時に使用されるマウスガードも、十分な口腔ケアを行ったうえで使用しない

と、汚れを停滞させる原因にもなります。 

健康なお口の状態を維持するためには誰もがお口のケアが必要ですが、アスリートの方は特

に口腔トラブルリスクが高いため、定期検診を欠かさず受けたほうがいいでしょう。 

全国チェーンの喫茶店「コメダ珈琲店」で 2024

年 5月 29日に「とろみコーヒー」が誕生しまし

た。価格は 460円〜640円でコメダ珈琲店の一

部店舗にて発売されています。 

高齢化が進み、飲み込む力が弱くなる人が年々増

加していますが、サラサラとした飲みものはうま

く飲み込めずむせてしまったり、気管に入って肺

炎を起こしたりという危険性もあります。そのた

め、好きだったコーヒーを敬遠する人も少なくあ

りません。 

「多くの方が安心してコーヒーを楽しんでほしい」

という想いから、歯科医師・日本摂食嚥下リハビ

リテーション学会認定士である朝日大学歯学部の

谷口裕重教授が監修し、兵庫県でコーヒー輸入な

どをおこなう「石光商事」と共同で、とろみのつ

いたコーヒーが開発されました。 

とろみコーヒーは、コメダブレントと同じアラビ

カ種の豆を濃く抽出しコメダ伝統のおいしさを守

りながらも、安心して飲めるとろみ具合に仕上が

っている点が特徴です。 

アスリートは特に口のケアと定期検診が大切 
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